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第３学年算数科学習指導案

日 時 平成１８年９月７日（木）５校時

児 童 男子３名，女子１０名 計１３名

指導者 小笠原 信子

１ 単元名 ８ わり算を考えよう あまりのあるわり算

２ 単元について

（１）教材について

第３学年で扱う除法の計算は，除数と商が１位数の場合，つまり 48÷6（あまりなし）や 13
÷4（あまりあり）などの乗法九九を 1 回用いて商を求めることができる計算である。その中の

除法の意味と，乗法九九を１回適用してできる除法計算（あまりのない場合）については，第

３単元で学習している。

本単元では，その発展として乗法九九を１回適用してできる除法で，あまりのある場合の計

算の意味と計算方法について学習する。そして，あまりのある除法計算を，あまりのない除法

計算と同様に進んで問題解決に活用できるようにする。また，本単元では，下記の事項につい

てもふれるようにする。

・ 答えの確かめ方を理解する。

・ あまりのある場合をない場合の除法と統一的に把握したうえで，除数をあまりの大きさと比

較させることにより，両者の関係をやや一般化し，除法の性質の基本的な理解を図る。 
・ 除数とあまりの関係について，関数的な考え方の素地をつくる。

（２）児童について

児童は，第２学年で学習した乗法九九はほぼ理解している。百マス計算をすると時間がか

かる児童もいるが，ほとんど正解している。また，第３学年第１単元では a×☐＝b，☐×a
＝b の☐にあてはまる数の見つけ方を学習し，ゲーム感覚ではあるが，ほぼ理解することがで

きた。第 3 単元での，九九 1 回適用の除法計算（あまりなし）では，等分除・包含除を半具

体物で操作したり，図に表したりと区別しながら学習し，文章問題の意味理解をすることが

できた。

本単元のレディネステストの結果を見ると，「かけ算九九を 1 回適用する除法で，あまりの

ない場合」の計算では，全員正解することができた。未習である「あまりのあるわり算」の

問題では，立式はできるが，あまりが除数よりも大きかったり，被除数よりも大きいかけ算

九九を探していたりと誤答が多かった。おはじきなどの半具体物を用いながら，除数とあま

りの関係を理解できるようにしていきたい。

児童は課題に向かって真剣に取り組む姿が見られる。分かったことや解決の仕方などを発

言しようという意欲があり，また友達の考えを聞きながら自分の考えを深めようとしている

児童が多い学級である。
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（３）指導について

本単元のあまりのあるわり算は，第 3 単元で学習したわり算の延長として，興味を持って

取り組む児童が多いと思われる。おはじきなどの半具体物を用いながら，あまりと除数の関

係を理解させたい。また，検算の学習を通して，答えの確かめ方をしっかり身につけさせた

い。さらに，4 年生のわり算の筆算につながることを考え，本単元のあまりのあるわり算の計

算技能が確実に身につくよう習熟を図っていきたい。

本時の指導に当たっては，あまりの処理のしかたを考えさせる問題という児童の思考が複

雑になる学習のため，題意を十分に理解させることができるよう具体物などを用いて，イメ

ージを持たせられるような導入を工夫したい。また，いろいろな文章題にも触れられるよう

にし，「全部」などのキーワードにも着目させながら指導していきたい。ノートの活用につい

ては，自力解決場面において図をかき入れる活動をとり入れ自分の考えを残すようにしたい。

３ 単元の目標

○ 乗法九九を 1 回適用してできる除法で，あまりのある場合の計算の仕方について理解す

るとともに，それを用いる能力を身につける。

［関心・意欲・態度］ ・あまりのある除法計算を，あまりのない除法計算のときと同様に進

んで問題解決に活用しようとする。

［数学的な考え方］ ・既習の除法と関連づけて，あまりのある場合の除法でも乗法九九を

使って答えが求められることを筋道立てて説明する。

［表現・処理］ ・あまりのある除法計算ができ，答えの確かめをすることができる。

［知識・理解］ ・「あまり」の意味，あまりと除数の大小関係，及びあまりのある除

法計算のしかたを理解する。

４ 指導内容の関連と発展

2 年 3 年 4 年

⑩かけ算（１） ①かけ算 ③わり算の筆算（１）

⑪かけ算（２） ③ わり算 ⑨わり算の筆算（２）

・ 除法の意味と商の求め方 
・ 九九 1 回適用の除法計算

（あまりなし）

・ a÷a，０÷a，a÷１の計算

・ 倍と除法の意味

本単元 あまりのあるわり算
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５ 指導計画（８時間扱い）

小単元 時 目 標 お も な 評 価 規 準

第１次

あまりのあ

るわり算

【５時間】

１
・
２

・乗法九九を 1 回適用して

できる除法で，あまりのあ

る場合の計算方法を理解す

る。

【関】わり切れない除法計算を既習の計算

を使って考えようとしている。

【考】わり切れない除法計算を，既習のわ

り切れる場合と結びつけて考えている。

３ ・あまりと除数の関係を理

解する。

【知】除数はあまりより大きくなることを

理解している。

４
・
５

・あまりのある場合の除法

計算について，答えの確か

め方を理解する。

・わり算の筆算形式につい

て知り，わり算への関心を

広げる。

【表】あまりのある除法の答えを乗法九九

を使って求めることができる。

【知】あまりのある除法の答えの確かめ方

を理解している・

第 2次

あまりのあ

る問題

【１時間】

１
（
本
時
）

・あまりのとらえ方につい

て理解を深める。

【考】場面をとらえて，商に１を加えた数

が答えになることを筋道立てて説明でき

る。

第 3次

まとめ

【２時間】

１ ・学習内容を確実に身につ

ける。

【表】学習内容を正しく用いて問題を解決

することができる。

２ ・学習内容の理解を確認す

る。

【知】あまりのある除法の答えの求め方を

理解している。

６ 本時の指導

（１）本時の目標

・あまりのとらえ方について理解を深める。

（２） 本時の展開

段階 学習活動・内容 予想される児童の反応
教師の働きかけ

☆評価規準※仮説との関わり

つ
か
む
（
10
分
）

１ 問題把握

・内容を把握する。

分かっていること ・ ボールが１ダースと５個

ある。１つのバックに３個

ずつ入れる。

・ 問題文を板書する。

・ 「１ダース」という表現

が初めて出てくるので，

丁寧に扱う。 
※ 生活場面に結びつけな

がら，具体物を操作す

る。 

ボールが，1 ダースと５こあります。このボール

を全部バックに入れます。１つのバックに３こずつ

入れていくと，バックはいくついりますか。
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聞いていること

何算になるか

式を立てよう

２ 課題把握

・ バックはいくついります

か。 
・ 「１つのバックに３個ず

つ入れる」からわり算。 
・ （12＋5＝17）

17÷３＝５あまり２

・ ボールを全部バックに入

れる。今日の問題はあまり

を聞いていない。

・ なぜ，わり算になるのか

理由も考えさせる。

・ 1 ダースは 12 個である

ことを確認する。

考
え
る
（
25
分
）

３ 解決の見通し

・ 方法の見通し

４ 自力解決

５ 学びあい

・ 考えの発表

・ 図を使って考える。

・ 17÷3＝5 あまり 2 バッ

クが５つだとあまりの２

個を入れるバックがない

ので，バックは 6 つ必要。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ 17÷3＝5 あまり 2 だか

らバックは５つ必要で，２

個あまる。

① ② ③ ④ ⑤

・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ボールが３個入るバック

は５つになる。

・ バックが５つだとあまっ

た２個のボールがバック

に入らない。

・ 3 個ずつ入れているバック

は 5 つだけど，あまりの 2
個を入れるためのバック

がもうひとつ必要。

※ ノートに図をかき込み

ながら，「全部バックに

入れる」の言葉に着目

させ，あまりの処理を

考えさせる。

・ もう一度，題意を確認さ

せる。

☆評価１

場面をとらえて，商に

１を加えた数が答えに

なることを筋道立てて

説明できる。（ノート・

発表）

あまりをどうしたらよいか考えよう。



3 年－5

６ 類似問題を解く。 
・ 教科書 p．70 の①の問題

をやる。

・ 32÷6＝5 あまり 2なので，

花束は 5 つ。 
・ 32÷6＝5 あまり 2なので，

花束は 6 つ。 

・ もう一度，題意を確認さ

せる。

☆評価１

場面をとらえて，商に

１を加えた数が答えに

なることを筋道立てて

説明できる。（ノート・

発表）

ま
と
め
る
（
10
分
）

６ 学習のまとめ

７ 練習問題を解く。 

８ ふり返り 

９ 次時の予告

・ ボール問題か花束問題か

考えながら取り組ませる。

・ 図か念頭操作で考える。

・ 「～さんの発表を聞いて

分かった。」

・ 「あまりをどうすればい

いか考えるのは難しい。」

☆評価２

除法計算のあまりを，

題意に即して適切に処

理することができる。

（ノート・発表）

・ あまりのあるわり算の

まとめをする。

（３）本時の評価

・あまりのとらえ方について理解を深める。

☆評価１…【考】場面をとらえて，商に１を加えた数が答えになることを筋道立てて説

明できる。

A
商に 1 を加えた数が答えになる場合や商だけが答えになる場合の違いに気づき，

問題場面に応じた説明ができる。

B
あまりが 2 個や 2 人のときにバックやいすがもうひとつ必要なことに気づき，

説明できる。

B に高める手立て

問題文，絵図に着目させ，図を操作させることによって，必ずしも計算結果が

答えにならないことを理解させる。

段階 学習活動・内容 予想される児童の反応
教師の働きかけ

☆評価規準※仮説との関わり

あまりの分は，計算の答えに１をたすこともある。
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☆評価２…【表】除法計算のあまりを，題意に即して適切に処理することができる。

A
題意に即して，図で表現し答えることができる。

B
題意に即して，あまりの処理ができる。

B に高める手立て

問題文に着目させ，図を操作させることによって，あまりの処理のしかたを理

解させる。

７ 板書計画

問題 かだい まとめ

○図 ①（しき）

・ ・ ・ ・ ・ ・ 32÷６＝5 あまり 2
・ ・ ・ ・ ・ ・ 答え 5 つ

（しき） ・ ・ ・ ・ ・ 練習問題

17÷3＝5 あまり 2 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ （しき）14÷4＝3 あまり 2
答え ６つ バックは６つひつよう 答え ４つ

８ レディネスのねらい

〔問題 1〕 かけ算九九を 1 回適用する除法で，あまりのない場合の計算ができるか。

a÷a，a÷１，０÷aの計算ができるか。

〔問題 2〕 九九を 1 回適用する除法の問題（あまりのない場合）の立式や計算，求答がで

きるか。

〔問題 3〕 （未習内容）九九を 1回適用する除法で，あまりのある場合の計算ができる。

〔問題 4〕 （未習内容）九九を 1 回適用する除法の問題（あまりのある場合）の立式や計

算，求答ができるか。

ボールが，1 ダースと５こ

あります。このボールを全部

バックに入れます。１つのバ

ックに３こずつ入れていく

と，バックはいくつ入ります

あまりをどうしたら

よいか考えよう。

あまりの分は、計算の答え

に１をたすこともある。
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